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おあしす　　　　　　　平成26年7月20日

宇都宮大朗会長

e

西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
（
日
）
西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
所
に
お
い
て
、
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
に
お
い
て
、
西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
第
四
代
会
長
に

医
療
関
係
者
の
宇
都
宮
大
助
理
事
が
、
副
会
長
に
は
、
西
予
市
民
生

児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
の
河
野
秀
雄
理
事
が
選
任
さ
れ
、
同
日
、

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

＜
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。

退
任
の
ご
挨
拶

二
三
二
一
三

会
長
就
任
の
ご
挨
拶
≡

，∴．

こ
の
度
、
六
月
二
十
九
日
開
催
の
西

予
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
に
お
い

て
、
理
事
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
会

長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
宇
都
宮
大
朗
と
申
し
ま
す
。

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
中
、
地
域
に
お
け

る
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
が
複
雑
・
多

様
化
す
る
と
と
も
に
潜
在
化
す
る
社
会

に
対
し
て
、
地
域
の
福
祉
力
や
支
え
あ

い
が
一
層
、
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す。

ま
た
、
国
の
地
域
医
療
・
介
護
総
合

確
保
推
進
法
の
成
立
を
受
け
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
分
野
で
の
新
た
な
対
応
が
「
待
っ

た
な
し
」
の
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま

す。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
本
会

で
は
、
社
会
的
弱
者
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
い
「
い
つ
ま
で
も
一
空
気
で
、
幸
せ
に

暮
ら
し
た
い
」
と
の
思
い
を
叶
え
る
べ

西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会

前
会
長
　
山
　
本
　
恒
　
子

本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
が
、
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
よ
り
五
年
間
、
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

未
熟
な
私
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

行
政
・
自
治
会
・
福
祉
・
教
育
関
係
機

関
及
び
各
団
体
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
り
、
大
過

な
く
任
務
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す

こ
と
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
よ
み
が
え
っ

て
参
り
ま
す
が
、
三
年
前
の
東
日
本
大

震
災
の
折
、
災
害
義
援
金
の
お
世
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民
の

皆
さ
ま
よ
り
多
く
の
善
意
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
が
、
特
に
印
象
深

く
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
温
か

い
お
心
が
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
届
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
西
予
市
社

会
福
祉
大
会
で
は
　
〝
人
と
人
と
の
ふ
れ

あ
い
・
絆
・
支
え
あ
う
心
〟
　
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
福
祉
の
心
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。今
、
国
は
介
護
保
険
制
度
の
改
正
や

社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
社
会
福
祉
を
取
り
ま
く
環
境
は
大

変
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　
七の



平成26年7月20日　　　　　　　おあしす

任　期　理事・監事：平成26年6月29日～平成28年6月28日

評議員：平成26年6月26日～平成28年6月25日

理　　副　　会
三是萩奥上浦増山中芝三横松　　河会手

車　　長都長
好澤森田甲家田本村　　好山山　　野　宮

幸孝照昌雅浩

近年、少子高齢化や世帯構造の変化等を背景に地域

のつ標がりが希薄化しており、また長引く景気の低迷

や雇用の悪化などに伴って、社会的孤立と経済的困窮

を要因とした、様々な福祉課題、生活課題が深刻化し

てきている。

こうした多様な課題へ対応していくためIこは、地域

の福祉力を高めていくことが不可欠であり、「人ひと

りが地域の生活・福祉課題に気づき、受Iナ止め、その

解決Iこ向けて提案・実践してい＜ことが必要である。

そうしたことから、当協議会では、縮小傾向にある

公的財源に対応すべ＜経営基盤の強化及び公益的な役

割と使命を果たしながら、住民の皆さんが、「いつま
でも元気で幸せiこ暮らしたい」という思いを叶えるべ

＜、行政をはじめ市民活動団体やボランティアとの連

携・協働によって重点項目Iこ治った事業を有効に展開

した。

事業の実施状況

【1】法人運営の基盤となる両社協運営体制の整備と

基盤強化

理事会・評議員会・監査会の開催（理事会2
回実施・評議員会2回実施・監査会1回、監事iこ

よる現地調査1回実施）、社協だより「おあしす」
の発行及び支所だよりの発行、支所長会や経営

会議等の開催（延べ10回）、まここう銀行運営
委員会（2回）、第5回西予市社会福祉大会の開

催（約800人参加）、全戸会員制会費の推進（実
績6，966，250円）

【2】各種募金等運動への協力・推進

○日本赤十字社社員増強運動

（1）募集期間　平成25年5月から6月

（2）実　　績　6，183，836円

○共同募金運動

（1）運動期間　平成25年10月から12月

（2）実　　績11，265，384円

○歳末たすけあい運動

（1）運動期間　平成25年11月から12月

（2）実　　績　4，287，358円

○まごころ銀行

社会福祉協議会活動の責重な財源として、
本所及び各支所Iごまごころ銀行を設置し、広く

市民の寄附をいただいた。

寄附額　7，867，399円

【3】災害ボランティアセンター中核スタッフ養成研修
への参加

【4】各種事業の推進

○地域福祉事業の推進

地区社協育成事業、高齢者支援事業、生き

がい活動支援適所事業、外出支援サービス事

業、家族介護支援事業、給食サービス事業、
ふれあいのまちづくり推進事業等

○ボランティア活動の推進

各種ボランティア養成講座等

○総合福祉相談・援助事業の推進

心配ごと相談所開設・法律相談所開設等

○在宅福祉サービスの推進

居宅介護支援事業、訪問介護事業、訪問入

浴介護事業、居宅介護等事業、移動支援事業、

配食サービス事業

○安心カードあまもり支援事業

安心キットの周知及び配布

e
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おあしす　　　　　　　平成26年7月20日

○その他

生活福祉資金事務費委託事業、小口資金貸

付事業、福祉サービス利用援助事業

【5】西予両地域包括支援センター事業

高鈴音が住み慣れた地域で、継続して尊厳

うその人らしい生活を送れるようIこ支援することを

目標とした。そのためIこ、地域の保健・医療・福

祉サービスや各種社会資源などの地域包括ネット

ワークを構築し、出来る限り要介護状態にならな

いようIこ包括的・継続的に支援をおこなった。

平成25年度　資金収支決算総括表　　　　　　（鮒：円）

収入の部 �一般会計 �収益事難朝i桧計 �公益事業特別会計 �支出の部 �一般会計 �収益事業特別会計 �公益事業醐桧言 

総 ∠ゝ 口 �会費収入 �6，966，250 � � �人件費支出 �233，667，560 � �66，601，303 

寄附金収入 �7，867，399 � � �事務費支出 �10，095，066 � �216，215 

経常経費補助金収入 �70，909，856 � � �事業費支出 �39，289．129 �131，779 �13，311，332 

助成金収入 �1434480 � � �貸付事業等支出 �172．500 � � 

受託金収入 �13，423，300 � �49．307，076 �共同募金配分金事業費 � � � 

事業収入 � �421，000 � �助成金支出 �9，815，600 � � 

貸付事業等収入 �147，500 � � �負担金支出 �20，000 � � 

共同募金配分金収入 �12，610，087 � � �仕入 � �290．080 � 

介護保険収入 �183，838．767 � �31，343，000 �会計単位間繰入金支出 � � �528，334 

自立支援費等収入 �12，388，860 � � �経理区分間繰入金支出 �30．164193 � � 

計 �利用料収入 �83，000 � � � � � � 

雑収入 �1，423．370 � �5，000 � � � � 

受取利息配当金収入 �93．156 �95 �2，108 � � � � 

会計単位間繰入金収入 �528．334 � � � � � � 

経理区分間繰入金収入 �30，164193 � � � � � � 

経常収入計 �340，878，552 �421，095 �80．657，184 �経常支出計 �323，224048 �421，859 �80，657，184 

施設整備等収入計 � � � �施設整備等支出計 �2，199，300 � � 

財務収入計 �1，585，872 � � �財務支出計 �5，636，524 � � 

収入小計 �342，464424 �421，095 �80．657，184 �支出小計 �331．059，872 �421．859 �80，657．184 

前期末支払資金残高 �231，429，898 �596，972 � �当期末支払資金残高 �242．834450 �596，208 � 

収入の部合計 �573，894322 �1，018，067 �80，657，184 �支出の部合計 �573，894322 �1．018．067 �80，657，184 

00000c c〇〇〇〇〇〇〇 貸借対照表
〈平成26年3月31日現在〉　　　〈単位：千円）

e

公
的
財
源
の
縮
減
や
法
的
制
度
の
度
重
な
る
改
正
等
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
も
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
あ
っ
て
、
無
情
に
も
地

域
に
蔓
延
し
よ
う
と
し
て
い
る
無
縁
社
会
、
孤
族
社
会
に
お
け
る

地
域
福
祉
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
行
政
や
各
機
関
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
「
い
つ

ま
で
も
元
気
で
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
。
」
と
い
う
思
い
を
叶
え
る

べ
＜
、
平
成
二
十
六
年
度
に
あ
い
て
も
、
次
に
掲
げ
る
五
つ
重
点

項
目
の
強
化
を
中
心
に
事
業
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
鹿

西
予
市
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
計
画
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平成26年度　予算総括表

収入の部 �一般会計 �収益事業特別会計 �公益事業鰯ii会計 �支出の部 �一般会計 �収益事業特別会計 �公益事業特別会言 

総 ∠ゝ ロ �会費収入 �6，930 � � �人件費支出 �248，717 � �70，634 

寄附金収入 �6，991 � � �事務費支出 �10，694 � �231 

経常経費補助金収入 �75．175 � � �事業費支出 �39．257 �75 �15，260 

助成金収入 �434 � � �貸付事業等支出 �150 � � 

受託金収入 �12，445 � �56，110 �共同募金配分金事業費 � � � 

事業収入 � �240 � �助成金支出 �9，661 � � 

貸付事業等収入 �150 � � �仕入 � �166 � 

共同募金配分金収入 �13，885 � � �会計単位間繰入金支出 � � �551 

介護保険収入 �187，249 � �30，564 �経理区分間繰入金支出 �28，970 � � 

自立支援費等収入 �13．972 � � � � � � 

計 �利用料収入 �60 � � � � � � 
雑収入 �1，008 � �1 � � � � 

受取利息配当金収入 �143 �1 �1 � � � � 

会計単位間繰入金収入 �551 � � � � � � 

経理区分問繰入金収入 �28，970 � � �経常支出計 �337，449 �241 �86，676 

経常収入計 �347，963 �241 �86，676 �施設整備等支出計 �2，445 � � 

施設整備等収入計 � � � �財務支出計 �5，908 � � 

財務収入計 �1，348 � � �予備費 �150 � � 

収入小計 �349．311 �241 �86，676 �支出小計 �345，952 �241 �86，676 

前期末支払資金残高 �243．129 �573 � �当期末支払資金残高 �246，488 �573 � 

収入の部合計 �592，440 �814 �86，676 �支出の部合計 �592，440 �814 �86，676 

e

市
社
協
運
営
体
制
の
整
備
と
基
盤
強

レ
し地
域
福
祉
推
進
力
の
強
化

福
祉
利
用
者
支
援
の
強
化

福
祉
人
材
の
強
化

地
域
包
括
支
援
の
強
化

【
1
】
市
社
協
の
運
営
体
制
の
整
備
と
組

織
・
財
政
基
盤
強
化
関
連
事
業
の
推
進

本
会
の
組
織
・
財
政
等
へ
の
影
響
に

対
し
て
的
確
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も

に
、
効
率
的
な
事
務
局
体
制
の
基
盤
整

備
を
図
る
。

【
2
】
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
推
進
力
の

ム
虫
レ
し「
新
し
い
社
協
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

社
協
が
理
念
と
し
て
掲
げ
る
住
民
主
体

の
原
則
を
再
認
識
し
、
社
協
の
組
織
活

動
の
使
命
と
い
え
る
住
民
参
加
の
地
域

福
祉
推
進
力
（
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
）

の
向
上
を
図
る
。

【
3
】
　
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
向

け
た
事
業
の
推
進

介
護
保
険
や
障
害
者
総
合
支
援
な
ど
、

利
用
者
自
身
の
選
択
権
が
尊
重
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理
念

と
し
て
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
社
協
本
来
の
役
割

で
あ
る
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
事
業
を
推
進
す
る
。

【
4
】
民
生
児
童
委
員
、
生
活
支
援
・
相

談
活
動
の
充
実
及
び
総
合
相
談
体
制
の

確
立地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
の

役
割
を
持
つ
民
生
児
童
委
員
に
対
し
て
、

民
生
児
童
委
員
活
動
原
則
を
踏
ま
え
、

援
助
活
動
と
組
織
的
実
践
活
動
を
支
援

する。併
せ
て
、
両
社
協
の
総
合
相
談
窓
口

機
能
の
強
化
を
図
り
、
住
民
の
多
様
な

生
活
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
諸

機
関
と
の
連
携
・
協
働
体
制
を
よ
り
密

接
化
す
る
事
業
を
推
進
す
る
。

【
5
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

地
域
福
祉
推
進
の
原
動
力
と
な
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
。

【
6
】
福
祉
人
材
養
成
・
確
保
に
関
す
る

事
業
の
実
施

質
の
高
い
福
祉
人
材
の
養
成
・
確
保

及
び
介
護
技
術
等
の
充
実
強
化
と
普
及

を
推
進
す
る
。

【
7
】
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

市
民
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近

な
地
域
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
所
活

動
の
充
実
を
図
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

【
8
】
地
域
包
括
支
援
事
業
の
推
進

西
予
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
高
鈴
音
等

へ
の
支
援
を
推
進
す
る
。

【
9
】
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
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平成26年度

西予市社会福祉協議会会員別人のお願い
西予市社会福祉協議会では、市民の社協活動への参画並びIこ民間団

体としての自主性の強化を図るため「会員制度」を設け、毎年7月から8

月Iこかiナて会員の募集と会費納入のお願いを行っております。

皆さまからいただいた会費は、全ての住民が生き生きと暮らすことの

できる「福祉のまちづくり」をすすめる責重な財源になります。

今年度も引き続き会員加入へのご協力をお願いいたします。

蒸せ寧柾轟韓醗運動の讃縄
平成26年度　社資実績金額

（平成26年6月30日現在）

地　区　名 �社　資額 
本所（野村） �1，376，500円 

明浜支所 �629，298円 

宇和支所 �2，297，592円 

城IiI支所 �579，000円 

三瓶支所 �1，306，515円 

合　計 �6，188，905円 

平成26年5月1日から31日までの聞、全国一

斉に赤十字社員増強運動が実施されました。

西予市地区におきましても本運動を実施いたしま

したとこう、多大なご支援とご協力を賜り、誠にあ

りがとうございました。

皆さまからいただきました社費（社費・寄付金）は、

国内外における災害救援活動、血液・医療事業の推

進、看護師の養成、日赤奉仕団及び青少年赤十字の

育成等、赤十字の各種事業Iこ活用されております。

地域の皆さまには、心より厚くお礼申し上げます

とともに、今後とも赤十字活動にご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

1 ．、∴寵輩 �1 ● ＿＿） 

i 

直選二塁葦十℃ �2王事デ† 園 
害要害⊇一‾ 鴫i竃懸園 

誓孝三芋譲

自分iこ出来ること、探してみませんか！ボランティアガイドブック（西予市社会

福祉協議会本所または各支所にて配布）または下記のホームページをご覧下さい！

愛媛ボランティアネット 【お問合わせ】

西予市社会福祉協議会本所または各支所

愛媛ボランティアネット　http：〝nv．pref．ehimeJp／愛媛県男女参画・県民協働課TEL089－912－2305

e

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
事
業

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

蓑
成
講
座
を
開
催

平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
か
ら
七
月
二
十

五
日
ま
で
の
全
十
回
の
日
程
で
「
平
成
二
十
六

年
度
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
点
字
の
読
み
方
、
書
き

方
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
学
び
、
毎
回
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

講
座
修
了
後
は
、
視
覚
障
害
者
の
方
な
ど
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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まごころ銀行にご寄付をいただき、ありがとうございます。
まごころ銀行は、市民の皆さまからの善意の預託金品（香典返し、お見舞い返し等）をお預かりし、
預託された方の意志Iこ基づき「ふれあい・いきいきサロン」事業などの様々な在宅サービスなど、
広く地域の社会福祉の推進IZ役立てております。

本所　29件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略・順不同

那　　須　　利　　行 �長　　山　　ウメノ �水　　野　　博　　起 �菊　　池　　繋　　光 
大　　森　　紀代子 �山　　口　　光　　男 �賀　　原　　国　　男 �岡　　澤　　　　　喬 
兵　　頭　　　　　学 �大　　塚　　俊　　雄 �阿　　部　　公　　典 �大　　森　　詔　　ニ 

谷　　本　　　　　昭 �山　　口　　源　　文 �福　　井　　時　　子 �薬師神　　桂　　ニ 
林　　　　　武　　次 �三　　好　　英　　樹 �渡　　辺　　美　　鈴 �兵　　頭　　俊　　子 

兵　　頭　　　　　充 �富　　岡　　利　　郎 �井　　関　　一　　史 �清　　水　　　　　理 

渡　　辺　　　　　洋 �水　　野　　良　　文 �泉　　原　　結　　彦 �二　　宮　　実害男 
大　　塚 ��洋 �介 

明浜支所　2件

川　　崎　　美　　里 中　　村　　利　　男

宇和支所　23件

清　　豪　　富　　昭 �松　　本　　　　　薫 �宇和町更生保護女性会宇和支部会員一同 
北　　野　　功　　人 �宇和町傷痍軍人会 �西予市傷痍軍人会 �三　　好　　春　　子 
松　　下　　信　　孝 �宇都宮　　岩　　彦 �古　　谷　　博　　康 �笹　　山　　準　　一 
宮　　崎　　和　　子 �郷　　緒　　　　　進 �河　　野　　一　　道 �清　　水　　洋　　二 

宇和歌謡愛好会 �村　　上　　新　　一 �加　　藤　　好　　文 �安　　岡　　清　　次 
末　　光　　啓　　二 �松　　本　　輔　　夫 �兵　　頭　　芳　　克 �岡　　本　　　　　健 

城川支所16件

宮　　口　　光　　男 �伊　　原　　八　　重 �森　　岡　　光　　雄 �熊　　谷　　書　　道 

河　　野　　孝　　志 �河　　野　　晃　　男 �島　　内　　正　　芳 �亀　　井　　千　　恵 

山　　中　　義　　春 �水　　野　　世　　紀 �黒　　田　　吉　　三 �水　　野　　勇喜子 
藤　　本　　　　　勇 �矢　　野　　健　　一 �佐　　伯　　佳　　之 �三　　瀬　　春美雄 

三瓶支所　　2件

西予地区更生保護女性会三瓶支部 きゃんはす歌謡教室

まごころ銀行に対する寄付金は、所得税法第78条第2項第2号・法人税法

第37条第3項第2号の規定Iこ基づき、税制上の優遇措置があります。

また、寄付金の8割は本所・各支所が実施する事業に活用し、2割を西予市

社協全体が実施する地域福祉事業に活用します。

「想定外」の災害が多発している昨今。台風や集中豪雨、それiこ伴う

土砂競れなど、夏は、水にまつわる災害が多い季節です。もしものこと

が起きた時、何より頼りにすべきなのは、ます自分自身と家族。次に近

所とのつながりです。大切な命を守るため、改めて防災について考えて

あを
ヘ音▲∴「葛し

みてはどうでしょう。避難グッズをそろえておく事をお勧めします。

暑い日が続きますが、無理をなさらすご自愛ください。（F・F）

e
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不安や悩みを抱える方Iこ対して、心を

込めて聴くことで相手のlbに寄り添う「傾

聴ボランティア」の中級過程の養成を行
います。

講義や演習を通して、対人援助の基本
である「他者の理解と共感」について、

入門編よりも更に内容を深めて学びます。

【申込み・問い合わせ先】 
西予市社会福祉協議会宇和支所 
TtLO894－62－3770まで！ 

轟章一　　三受講生募集
‾‾二千　傾聴ボランティアに関心があり、入門課程を受講され

た方

≡」≡　20名（申し込み多数の場合は先着順）

三（D9／17　②9／24　③10／1④10／8　⑤10／15

（全5回・毎回水曜日）14：00－16：00

二三　西予市社会福祉協議会宇和支所‾‾（社）日本産業カウンセラー協会

本部理事　田中　節子　氏

」無料

1　　9月8日（月）

電話申し込み

7月27日（日）14：00～15：00

宇和児童館「うわっこ」（鵬13：50）

お問合わせ：西予市社会福祉協議会宇和支所
TELO894－62－3770

西予市社会福祉協議会本所

明浜支所

宇和支所

城lII支所

三瓶支所

西予両胸域包括支援センター本所

支　　所

西予市野村町野村12号15番地

西予市明浜町高山甲3657番地

西予南宇和町卯之町四丁目746番地

西予市城III町下相938番地

西予市三瓶町朝立1番耕地360番地1

西予市野村町野村12号15番地

西予南宇和町卯之町四丁目746番地

ノ〃－
1　　1

圃
●○′ヽ〇m

推し（0894）

TEL（0894）

Tn（0894）

推し（0894）

TEL（0894）

TtL（0894）

TtL（0894）

●｛●

72－2306

69－8066

62－3770

82－1266

33－3046

72－0022

62－7730

災
害
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
「
自
助
」
「
共
助
」
「
近
助
」

「
公
助
」
の
連
携
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
「
公
的
」
　
の
行
政
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と

は
困
難
で
、
住
民
同
士
が
協
力
し
合
っ
て
自
分

た
ち
の
身
を
守
る
「
共
助
」
と
「
近
助
」
が
防

災
の
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

阪
神
大
震
災
の
際
、
建
物
の
下
敷
き
に
な
る

な
ど
し
て
、
三
万
五
千
人
が
自
力
で
脱
出
で
き

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
七
七

パ
ー
セ
ン
ト
も
の
人
が
家
族
・
近
隣
住
民
に
よ

り
助
け
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
「
地

域
の
支
え
合
い
の
カ
」
の
中
で
も
、
近
年
、
特

に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
「
近
助
」
で
す
。

「
近
助
」
は
「
共
助
」
よ
り
も
更
に
小
さ
な
範

囲
内
で
、
身
近
な
隣
人
同
士
「
お
互
い
様
」
　
で

の
支
え
合
い
で
す
。

こ
の
「
近
助
」
は
、
防
災
だ
け
に
限
ら
ず
、

日
頃
の
悩
み
事
や
困
り
事
、
地
域
の
課
題
解
決

な
ど
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
、
よ
り

安
心
し
て
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

m
　
親
子
ふ
れ
あ
い
動
地

一
“
謳
掴
繕
彗
ん

う
た
っ
て
踊
る
！

ニ
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
話
し
で
す

「
ご
近
所
」
を
「
互
近
助
」
に
。

個
人
主
義
の
浸
透
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
結
び
つ
き
が
希
薄
化
し

た
と
言
わ
れ
る
現
代
で
す
が
、
ま
ず
日
頃
か
ら

お
互
い
に
気
を
掛
け
、
挨
拶
や
声
掛
け
か
ら
始

ま
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」
を
す
す
め

る
こ
と
が
、
災
害
に
強
く
、
助
け
合
え
る
地
域

づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

つ
く
り
ま
せ
ん
か
～

近
所
否
近
助

～
近
所
同
士
で
助
け
合
う
関
係


